
Gemini 4 Argonの知財業務における適合性
評価と実務活用に関する包括的調査報告 

Gemini 4 Argon 
 

Gemini 4 Argonの技術的ブレイクスルーと知財実務へのパ
ラダイムシフト 
 
2026年9月30日（米国現地時間）にGoogle DeepMindより発表され、サイバー防衛プログラム「
Fairwind Program」等を通じた先行提供を経たのち、2026年10月13日に世界中で一般提供（GA）
が開始されたフロンティアモデル「Gemini 4 Argon」は、企業の知的財産業務（特許調査、発明発
掘、明細書作成、中間処理、知財デューデリジェンス、侵害予防・訴訟支援）のあり方を根本から再

定義する技術的転換点である1。従来の生成AIモデルが「人間が細分化した質問に対して単発の回
答やテキスト片を返すチャットツール」であったのに対し、Gemini 4 Argonは「数時間から数日を要す
る多段階の専門業務ワークフローを自律的に最後まで遂行するエージェント基盤」として設計されて

いる1。 
この質的転換を支える最大のアーキテクチャ上の特徴は、Google独自のTPUクラスタ（JAXおよび
ML Pathways）上で学習された大規模スパースMixture-of-Experts（MoE）構造と、ネイティブなマル
チモーダル処理能力に加え、出力トークン上限が従来の65,536トークン（Gemini 3.1 Proおよび
Gemini 3世代の約6.4万トークン）から約15.6倍となる最大1,048,576トークン（約100万トークン）へと
劇的に拡張された点にある1。API仕様における統合コンテキストウィンドウ（入力および出力の合計
上限）は1,048,576トークンであり、通常の同期出力（65,536トークン）に加えて、ロングデコード（
Long Decode）機能を有効化することで最大1,048,576トークンの連続生成が可能となっている4。 
知財実務において、この「100万トークンの出力上限」は単なる長文生成能力以上の意味を持つ6。

従来のモデルでは、入力コンテキストとして大量の先行技術文献や包袋（審査経過書類）を読み込

ませることができても、出力側が約6.4万トークンで打ち切られるため、モデルが内部で深い思考（推
論軌跡）を展開しながら長大な特許明細書案や数十件の文献を対比する精緻なクレームチャートを

一括生成することが物理的に不可能であった1。結果として、実務者は「背景技術」「課題」「実施例」

「請求の範囲」といったセクションごと、あるいは引例ごとにプロンプトを分割せざるを得ず、その過程

で請求項の構成要件と明細書の用語の不一致（先行詞の欠如や用語の揺れ）が生じるという構造

的課題を抱えていた1。Gemini 4 Argonでは、推論レベル（Thinking level: low, medium, high）を制
御しつつ、1つの連続した推論プロセスの中で数十万トークン規模の思考検証と成果物出力を一気
通貫で完結できるため、文脈の分断による論理破綻を最小化できる6。 
さらに、知財文書や法的意見書の作成において極めて重要な定性的変化として、モデルの応答特

性（トーン＆マナー）と誠実性の改善が挙げられる4。Gemini 4 Argonは、従来のLLMに顕著であった
過度なヘッジング（歯切れの悪い曖昧な言い回し）、不必要な反復表現、決まり文句（クリシェ）を排

除し、文体や書式の指示（スタイルインストラクション）を厳格に遵守して直接的に回答するよう調整

されている4。加えて、システム境界を尊重し、「情報が見つからなかった場合やタスクを完了できな



い場合に、推測で補完せず否定的な結果（ネガティブ・ファインディング）を正直に報告する」よう訓練

されており、不可逆的な操作の前には一時停止して人間の確認を求める安全機構を備えている5。

特許の無効資料調査や侵害予防調査（FTO）において、従来のモデルが犯しがちであった「引例中
に存在しない構成要件を無理やりこじつけて開示ありと誤認するハルシネーション」を抑制し、未開

示の要素を「開示なし」と正確に切り分ける上で、この特性は決定的な優位性となる1。 



 



上図が示す通り、Gemini 4 Argonは主要19項目の業界ベンチマークのうち14項目で首位を獲得し
ており、特に知財業務の根幹をなす「長文脈の正確な情報探索」「高度なソフトウェア・科学技術理

解」「マルチモーダル解析」「法務・契約リサーチ」の4領域すべてにおいて、既存のフロンティアモデ
ルを凌駕または牽引するスコアを記録している1。とりわけ、コンテキスト長が256kから100万トークン
に及ぶ超長文領域での情報探索精度を測る「GraphWalks（256k to 1M, BFS F1）」において84.2%（
128k以下では99.7%）を達成している点は、数百ページに及ぶ審査書類や多数の先行技術文献を
同時に投入した際にも中間情報の見落としが起きにくいことを実証している1。 

知財ライフサイクル別の具体的活用領域と実装アプローチ 
Gemini 4 Argonの技術的仕様とベンチマーク特性を知財部門および特許事務所の実務フローに
マッピングすると、単なるテキストの要約や翻訳を超え、以下の6つの主要業務領域において構造的
な業務変革が可能となる3。 
 

知財業務領域 活用する主要機能・

ベンチマーク特性 
投入データ（入力モ

ダリティ・上限仕様） 
期待される主要アウ

トプットと実務変革効

果 

発明発掘・知財創出 
 
（開発・実験現場） 

DeepSWE v1.1（
77.9%）のコード解析
力、LVBench（
91.7%）の長尺動画
理解、LABBench 2（
88.8%）の科学計算
理解9 

ソースコードリポジト

リ全体・差分、実験

映像・UI操作録画
（最大約1時間×10
本）、設計資料・画像
10 

アルゴリズム改善点

や性能最適化ロジッ

クからの発明提案書

自動起案、実験映像

や開発者インタ

ビュー動画からの課

題・効果抽出による

提案障壁の解消1 

先行技術調査・無効

資料調査・FTO 
100万トークン統合コ
ンテキスト、

GraphWalks（84.2%
）の長文脈探索、ネ

ガティブ結果の誠実

な報告機能5 

対象特許および先行

技術文献PDF（最大
3,000ファイル、1ファ
イル最大3,000頁）、
製品仕様書、公開動

画5 

数十件の公報・非特

許文献を横断した精

緻なクレームチャー

トの一括生成、未開

示構成要件の捏造

なき特定による進歩

性主張・非侵害論理

の高速構築1 

明細書ドラフティン

グ・図面検証 
最大104.8万トークン
のLong Decode出
力、Thinkingレベル（
High）推論、
Chartography（
71.6%）の図表解析8 

発明提案書、技術仕

様書、実験データ

表、特許図面・グラフ

（最大3,000画像）、
3D・CADデータ4 

分割出力による用語

の揺れを排した請求

項から実施例までの

一気通貫ドラフティン

グ、本文と図面符

号・実験グラフの整

合性監査による記載



要件充足性検証1 

中間処理（拒絶理由

対応）・審判 
引用箇所の厳密な

忠実性（Citation 
Fidelity）、過度な
ヘッジングを排した

文体制御、複数文書

横断推論4 

拒絶理由通知書、出

願時明細書、審査官

引用文献（全件）、対

応外国出願の包袋

履歴一式3 

審査官の認定誤り

（引例の文脈無視

等）の自動検出と意

見書・手続補正書案

のセット起案、グロー

バルパテントファミ

リー全体での主張矛

盾（禁反言リスク）の

事前検知3 

ソフトウェア特許の

侵害立証・イ号解析 
CWE-bench v1（
68.0%）のコード監査
力、Wizブラックボッ
クス検証で実証され

たソースコードなしで

のシステム解析9 

対象製品の通信ロ

グ、API挙動、公開
バイナリ解析結果、

Webシステム挙動、
自社保有特許クレー

ム群10 

ソースコード非公開

の競合Webシステム
や製品（イ号製品）

の外部挙動からの

内部実装ロジック推

論、および侵害立証

用の概念実証（PoC
）エビデンス構築10 

知財DD（M&A）・契
約審査・価値評価 

Harvey LAB首位（
M&A・データ保護
等）、Vals Finance 
Agent v2（65.4%）の
財務分析、間接プロ

ンプト注入耐性（

0.7%）5 

VDR内の大量のライ
センス契約・共同研

究契約・職務発明規

程、財務モデル、ロ

イヤリティ計算書5 

チェンジオブコント

ロール条項や改良

発明帰属・OSS汚染
リスクの全件洗い出

し、法務リスクと財

務・税務上の知財価

値評価を統合した

DDレポートの完結
出力5 

1. 発明発掘・知財創出（コードベース解析およびマルチモーダル発明インタ
ビュー） 
ソフトウェア、AI、量子計算、およびバイオ・化学分野における発明発掘（インベンション・ハーベス
ティング）は、Gemini 4 Argonの導入によって最も劇的な恩恵を受ける領域である3。従来、ソフトウェ

アエンジニアはコードの開発に追われ、自らが実装したアーキテクチャ上の工夫やアルゴリズムの

最適化を「発明提案書」という自然言語の文書に落とし込む時間的余裕を持たないことが多かった3

。Gemini 4 Argonは、実務的な長時間ソフトウェア開発タスクを測る「DeepSWE v1.1」で77.9%とい
う最高記録を樹立しており、手抜きや近道（ショートカット試行）の割合も2%まで低減されている4。さ

らにGoogle社内およびパートナー環境においては、4,000万行規模のChromiumコードベースにお
ける数百ファイルにまたがるアーキテクチャのリファクタリングや、libgav1動画デコーダにおける
32,000行のSIMDコードの安全なRustへの自動ベクトル化移植（2.7倍の高速化）、さらには量子コン



ピューティングの時空間リソース（量子ビット×ゲート）の40%最適化やデータセンター全体のメモリプ
ロファイリング最適化を自律的に遂行した実績を持つ4。 
この能力を知財業務に転用すれば、GitLab等の開発ライフサイクル基盤やGoogle Antigravityと連
携したArgonエージェントにソースコードのコミット履歴やプルリクエストを直接監査させることで、「従
来の実装に対してどのような技術的ボトルネックが存在し、どのサブルーチンのいかなるデータ構

造・アルゴリズム変更によってメモリ効率や処理速度が何パーセント改善したか」という特許法上の

「課題」「解決手段」「技術的効果（有利な効果）」をソースコードから直接抽出できる3。 
また、物理的な装置や実験を伴う研究開発現場では、長尺動画理解ベンチマーク「LVBench」で
91.7%を達成したマルチモーダル能力が威力を発揮する9。Enterprise Agent Platform環境では、音
声付きで約45分（音声なしで約1時間）の動画を1プロンプトあたり最大10本まで直接投入できる11。

知財担当者が開発者との発明ヒアリングを録画した動画や、研究者が実験室で試作品を動作させ

ながら口頭で解説した映像、あるいは画面上の操作録画をそのままArgonに投入すれば、モデルが
映像内の細かな部品の挙動やUIの遷移と音声解説を統合的に理解し、構造化された発明提案書お
よび初期クレーム案へと変換することが可能となる3。同様に、科学・バイオインフォマティクス系の「

LABBench 2」で88.8%を記録し、半経験的分子軌道法（xTB）における分子構造予測を最大2.3倍、
配座探索を1.8倍高速化した科学技術推論力は、化学・医薬・材料分野における実験条件の整理や
パラメータ特許の発明発掘において強力な支援ツールとなる4。 

2. 先行技術調査・無効資料調査・FTO（クリアランス）調査 
先行技術調査、無効資料調査、およびFTO（他社特許クリアランス）調査においては、「大量の非構
造化ドキュメントを横断的に読み込み、事実と引用を正確に抽出する能力」と「存在しない記載を捏

造しない誠実性」の双方が求められる3。Gemini 4 Argonは、APIおよびCloud Storage経由で最大
50MB（最大3,000ページ）のPDFファイルを1プロンプトあたり最大3,000ファイル（最大100 URI）まで
処理可能であり、テキスト・表・チャート・画像が混在する長大な公報群を一括して読み込むことがで

きる5。 
実務上、最も高く評価されるのは、Argonが「検証された主張において架空の指摘（ハルシネーショ
ン）を0%に抑えつつ最優先課題を100%特定したコードベース監査精度」と、「情報が見つからない
場合にネガティブ・ファインディングを正直に報告する訓練」を兼ね備えている点である5。特許の無

効審判や訴訟における無効資料調査では、対象特許の請求項（クレーム）を分説し、主引例（甲1号
証）と副引例（甲2号証等）の各段落・図面と対比するクレームチャートを作成する。従来のAIモデル
は、引例中に該当する構成要件が存在しない場合でも、類似する単語を拾って「開示あり」と誤判定

する傾向が強かった。これに対し、Gemini 4 Argonに100万トークンの出力枠を与えて全引例の全
段落を精査させ、各構成要件の開示箇所を引用しつつ、開示がない場合は明確に該当記載なしと

判定してその技術的差異を特定させることで、進歩性（容易想到性）の論理付けに必要な「相違点」

の抽出と、それを補う副引例の組み合わせ検証を1回の推論プロセスで精緻に完遂できる1。 
さらに、近年重要性が増している「動画コンテンツや製品デモ映像を証拠とする公然実施・先行技術

調査」においても、LVBenchで91.7%を誇る動画解析能力とAgentic Video Understanding機能によ
り、長時間のカンファレンス動画や過去の製品紹介ビデオの中から、特定の機構や画面遷移が映り

込んでいるタイムスタンプと視覚的証拠をピンポイントで特定する業務が実用段階に入る7。 

3. 明細書ドラフティングと図面・グラフ整合性検証 
特許明細書のドラフティング業務において、Gemini 4 Argonの100万トークン出力（Long Decode）と
空間推論・視覚コーディングの進化は、作成工程の分断を解消する3。日本の実務における明細書



作成では、独立項および従属項の階層構造と、発明を実施するための形態（複数の実施形態およ

び変形例）における用語の一貫性、さらには明細書本文中の記載と図面内の符号（リファレンスナン

バー）や実験データのグラフとの完全な整合性が、特許法第36条のサポート要件・実施可能要件・
明確性要件を満たすために不可欠である。Gemini 4 Argonは、専門的なチャート・図表分析能力を
測る「Chartography（ツール不使用）」で71.6%を記録しているほか、空間推論（Spatial Reasoning）
や数学的精度が大幅に強化されており、約50GBに及ぶLiDARスキャン、GISベクター、米国議会図
書館のCAD図面、アーカイブ資料を統合して3Dモデルを再構築するといった高度なマルチモーダル
統合タスクを実証している4。また、プロンプトから印刷可能な3DファイルやBlenderの建築・機構モデ
ル、物理演算を伴う3Dシミュレーションを生成する能力も備えている4。 
こうした技術的特性を知財実務に適用する場合、第一のアプローチとなるのが「一気通貫の明細書

起案と自己検証ループ」の構築である1。発明提案書と図面データを入力し、Thinkingレベルをhigh
に設定した上で、請求項のドラフト、課題・効果の論理構成、複数の実施例の展開、そして起案した

明細書全体に対するサポート要件・先行詞チェックと修正までを、数十万トークンの単一出力軌跡内

で連続実行させることで、分割生成に起因する論理の破綻や用語の不統一を根絶できる6。第二の

アプローチは、図面・グラフ・実験表のクロスチェックによる記載不備の防止である5。化学・材料・半

導体・機械分野の明細書において、最大3,000枚の画像・PDF処理能力とChartographyの図表読解
力を活用すれば、実験データの表（比較例・実施例の数値範囲）とグラフの変曲点、および請求項の

数値限定範囲に矛盾がないか、また図面中のすべての引き出し線と符号が本文中で正しく説明され

ているかを網羅的に監査できる5。さらに第三のアプローチとして、意匠および機械構造発明におけ

る3D・図面プロトタイピングへの応用が挙げられる4。発明者のテキスト説明やラフスケッチから、

Argonの3Dファイル生成・視覚コーディング機能を用いて立体モデルや複数方向からの投影図のプ
ロトタイプを生成させることで、出願前の発明の具体化および図面作成指示書の精緻化を大幅に効

率化できる4。 

4. 中間処理（拒絶理由通知対応）および審判・訴訟支援 
特許庁からの拒絶理由通知（オフィスアクション）への対応（中間処理）および審判・訴訟業務は、厳

密な原典引用と論理的整合性が要求される典型的な「ハイステークスな専門知識業務」である3。

Gemini 4 Argonは、法務リサーチと起案能力を評価する「Harvey's Legal Agent Benchmark（LAB
）」において19.6%（19.58%）を記録し、2位モデルの約3倍という圧倒的な大差をつけて首位に立っ
ている9。Harveyの応用研究責任者（Niko Grupen氏）が指摘する通り、ArgonはGemini 3.1 Proと比
較してエージェント的な法的推論において大幅な進歩を遂げており、長文ドキュメントの分析におい

ても高い引用忠実性（Citation Fidelity）と正確性を維持する5。 
中間処理において、実務者は「出願当初の明細書・図面」「拒絶理由通知書」「審査官が引用した複

数の先行技術文献」「過去の補正書・意見書」に加え、グローバル出願であれば「米国（USPTO）、
欧州（EPO）、中国（CNIPA）等の対応外国出願におけるオフィスアクションと応答履歴（グローバル
包袋）」をすべて100万トークンのコンテキストに投入できる8。これにより、審査官が引用文献の特定

の段落を根拠に本願発明との一致点を認定している場合であっても、Argonは引用文献全体の文脈
（発明の課題や他の段落の記載）を精査し、審査官の引用が文脈を無視したチェリーピッキング（事

後的考察・後知恵）であることを原典の正確な引用とともに立証する意見書案を起案できる3。同時

に、日本での減縮補正や意見書での解釈主張が、米国や欧州で係属中のファミリー特許の権利範

囲や侵害主張に悪影響を及ぼさないか、各国包袋を横断比較してグローバル包袋禁反言（ファイル

ラッパー・エストッペル）を回避する矛盾のない補正案と主張ロジックを策定することが可能となる5。 



さらに訴訟・権利行使フェーズにおいては、ブラックボックス製品の侵害立証支援（イ号解析）という

新たな活用領域が拓かれる10。ソフトウェア特許や通信・クラウド関連特許の権利行使において最大

の障壁となるのは、競合他社のシステム内部のソースコードが開示されていないためにクレームの

構成要件充足性を立証しにくいという点である。Gemini 4 Argonは、ソースコードなしで稼働中のラ
イブWebシステムを分析するWizの社内ブラックボックス・ペネトレーションテスト・ベンチマークにお
いて、攻撃対象領域の発見、脆弱性の特定、およびそれらを検証するための概念実証（PoC）エビデ
ンスの生成で従来モデル（3.8 Flash Cyber）を上回る性能を実証している10。一般提供版のArgonに
は攻撃的なサイバータスク（不正侵入やエクスプロイト等）を遮断するガードレールが組み込まれて

いるものの5、適法なリバースエンジニアリングや公開API仕様・通信挙動・クライアント側スクリプトの
解析において、外部観測可能なデータから内部のアルゴリズム構造を論理的に推論し、クレーム充

足性の技術的証拠（テストコードや解析レポート）を構築する業務において極めて高い能力を発揮す

る4。 

5. 知財デューデリジェンス（知財DD）・契約審査・ポートフォリオ価値評価 
M&Aやスタートアップ投資（EC/VC）、大規模なクロスライセンス交渉に伴う知財デューデリジェンス
（知財DD）は、法務・知財・財務・税務が交錯する複合領域である5。Gemini 4 Argonは、米国GDP
への寄与度で重み付けされた財務・コーディング・法務・税務の総合評価指標「Vals Index」で68.9%
（首位）、多段階財務リサーチの「Vals Finance Agent v2」で65.4%（首位水準）、業務自動化の「
AutomationBench（Zapier）」で51.3%（首位）を記録しており、さらにHarveyの評価でも「コーポレート
M&A」「データプライバシー＆サイバーセキュリティ」「EC/VC（新興企業・ベンチャーキャピタル）」の
領域で顕著な性能向上を示している5。また、Boxによる企業ナレッジワーク評価でもGemini 3.1 Pro
比で14%の精度向上が確認されている4。 
知財DDの実務では、バーチャルデータルーム（VDR）に格納された数百件の共同研究開発契約、ラ
イセンス契約、秘密保持契約（NDA）、職務発明譲渡証、オープンソースソフトウェア（OSS）利用一
覧、および財務スプレッドシートを短期間で精査しなければならない5。Gemini 4 Argonは、これら大
量の非構造化文書と定量的な財務モデルを同時に読み込み、買収対象企業のコア特許について、

過去の共同研究契約における共有特許の不実施補償条項、チェンジオブコントロール（支配権変

更）に伴うライセンス解除条項、あるいはソースコード内のコピーレフト型OSS混入リスクを網羅的に
監査し、根拠条項を正確に引用したリスク一覧表を生成できる5。それにとどまらず、Argonの高い計
算整合性（Calculation Integrity）と数式精度（Formula Accuracy）を活かすことで、ライセンス契約上
のロイヤリティ算定式と実際の財務元帳・売上スプレッドシートを照合するマルチステップの数値突

合（レジャー・リコンシリエーション）や差異分析を自動化し、法務リスクと財務的な知財価値評価（バ

リュエーション）を統合したDDレポートを一括作成することが可能となる5。 

法務・知財ベンチマークの厳密な解釈と日本実務における評

価設計 
Gemini 4 Argonの知財業務への導入を検討するにあたり、Googleや評価機関が公表しているベン
チマークの「首位」という順位や表面的な数値のみから直ちに実務への全面適用を決定してはなら

ない15。日本の法務・知財実務の観点から公表データを精査すると、極めて重要な構造的示唆が浮

かび上がる15。 
最大の論点は、Vals AIのモデル別結果において「Vals Index」が68.90%、「Legal Research Bench
」が54.81%であるのに対し、Harveyが設計した「Legal Agent Benchmark（LAB）」のスコアが



19.58%（約19.6%）にとどまっているという事実の正しい解釈である9。まず前提として、これらは試験

集合、課題、採点方法、実行条件が全く異なる別の試験であり、68.90%から19.58%を単純に差し引
いて「法務業務では性能が低下する」と評価することは誤りである15。しかし同時に、2位モデルの約
3倍という圧倒的首位でありながら、なぜHarvey LABの絶対値が約2割（19.58%）なのかという採点
構造を理解することは、知財実務のリスク管理において決定的に重要である14。 
HarveyのLABは、単なる一問一答の知識試験ではなく、「指示、案件資料、およびレビュー可能な成
果物」を一つの長期課題（Long Horizon Task）として設定し、事実認定、結論、引用、分析、形式な
どについて専門家が作成した必須基準を「すべて」満たした場合のみを課題完了（合格）とカウントす

る「全必須項目合格率」を採用している15。すなわち、モデルが9割の項目でどれほど優秀な分析と
起案を行っていても、重要な引用を1つ落とすか、あるいは自社に不利な反対資料（知財で言えば、
無効理由となる決定的な先行技術や、包袋内の不利な禁反言記載、法改正の経過措置など）を1つ
でも見落とした成果物は「不合格（0）」として処理される15。 
この採点方式は、「平均点が高くても、重要な引用や不利な資料を一つ落とす成果物が残る」という

知財・法務実務上の致命的なリスクをそのまま可視化している15。特許のFTO意見書（非侵害・無効
鑑定）や拒絶理由対応において、10個の構成要件のうち9個を完璧に分析できても、残り1個の構成
要件に関する均等論リスクや審査基準の例外規定、あるいは反対方向の裁判例を1つ見落とせば、
鑑定書や意見書としての実務的価値は崩壊する15。さらに、公表されている海外ベンチマークは米

国法や英語圏の取引実務を中心とした評価であり、日本の特許法、実用新案法、意匠法、商標法、

および特許庁の審査基準や知的財産高等裁判所の裁判例における正確性を直接実証したもので

はない15。また、Googleはモデルの出力上限を100万トークンと説明しているが、Vals AIの評価設定
画面では最大出力が262,144トークンとして測定されており、かつDeepMindの標準評価は単一試行
（pass@1、多数決や並列計算なし、最高Thinking設定）で計測されている点にも留意が必要である9

。 
したがって、日本の知財部門および特許事務所がGemini 4 Argonを実機検証する際には、以下の4
段階からなる独自の評価設計（テストベッド）を構築することが求められる15。 
 

評価設計フェーズ 知財実務における具体的な

検証設計の内容 
測定すべき指標とガバナンス

上の注意点 

第1段階：公開資料による模
擬事例の固定 

未公開の発明情報（秘密情

報）の漏洩や新規性喪失を

防ぐため、特許情報プラット

フォーム等の公開包袋、審

決、知財高裁の公開裁判例

を用いて模擬課題を作成す

る15。現行条文だけでなく、法

改正前後や経過措置、審査

基準の例外、有利・不利な双

方の引例、判断を留保して発

明者に確認すべき事項を織

外部AIへのデータ投入にあ
たり、商用データベース（判

例DBや特許DB）の契約条項
において、データの複製・外

部AIへの送信・性能評価利
用が許諾されているかを事

前に確認し、閲覧権限とAI投
入権限を厳格に区別する15。 



り交ぜる15。 

第2段階：正解基準（ルーブ
リック）の定義 

結論の一文だけを正解とせ

ず、参照すべき条文・審査基

準・審決・引用文献の原文段

落、確認日、拾うべき不利な

事情、必要な留保条件、およ

びどの時点で人間の弁理士

に判断を引き継ぐかというエ

スカレーション条件までを必

須基準として指定する15。 

モデルが情報を見つけられ

なかった場合に、推測で補完

せず正直に未発見と報告で

きたか（ネガティブ・ファイン

ディングの誠実性）を必須基

準に含める5。 

第3段階：工程別正答率と全
必須項目合格率の併記 

クレーム分説、引例抽出、対

比表作成、意見書起案といっ

た個々の工程ごとの平均到

達度（工程別正答率）と、

Harvey LAB方式の「必須基
準を1つも落とさず完遂でき
た割合（全必須項目合格

率）」を分けて測定し、単一試

行（pass@1）と人間介在によ
る再試行の結果を区別して

記録する9。 

モデルの実行経過（どの順番

で公報を検索し、どのツール

やファイルを参照したかのト

レースログ）を取得し、結論

が偶然合致しただけのショー

トカットでないかを検証する4

。 

第4段階：時間・費用・修正負
担の総合評価 

AIの推論所要時間および
APIトークン消費費用だけで
なく、出力された明細書案や

クレームチャートに対し、弁

理士や知財担当者が原典

（公報原文・図面）と照合し、

誤りを修正する手戻り作業に

要した確認時間を同時に計

測する15。 

数十万トークンの長大な出力

を生成させた結果、かえって

人間の原典照合・レビュー時

間が従来の起案時間より増

大する「レビュー負荷の逆転

現象」が生じていないかを見

極める13。 

導入経路・APIトークン経済性・知財ガバナンスとセキュリティ
統制 
2026年10月13日の一般提供開始に伴い、Gemini 4 Argonは複数のプラットフォーム経路を通じて
利用可能となったが、知財業務特有の守秘義務（営業秘密管理および出願前の新規性喪失防止）と

コスト統制の観点から、利用経路の選択とトークン経済性の設計が極めて重要となる2。現在提供さ

れている主なアクセス経路は、開発者・システム連携向けの「Gemini API（有料プラン、モデルID: 
gemini-4-argon）」「Google AI Studio」「Android Studio」、企業向けの「Gemini for business（Web、



デスクトップ、モバイル）」「Google Cloud（Gemini Enterprise Agent Platform）」およびエージェント
開発環境「Google Antigravity」、そして個人・一般契約者向けの「Google AI Ultra / Pro」サブスクリ
プション（Geminiアプリ内のチャット／タスクトグル切替、およびGoogle検索のAIモード）に大別され
る2。 



 



1. APIトークン経済性と暗黙的キャッシュ（Implicit Caching）の最適設計 
知財部門やリーガルテック開発者がGemini 4 ArgonのAPIを組み込む際、最も注意すべきはコスト
構造の変化である13。Google Cloudの発表によれば、100万トークンあたり入力2ドル・出力10ドルと
いう価格設定は2026年11月30日までの導入価格（Introductory rate）であり、同日終了後は入力4ド
ル・出力20ドルの標準価格（Standard pricing）へと2倍に引き上げられる4。 
Gemini 4 Argonは出力上限が100万トークン（Long Decode）に拡大されており、内部の思考プロセ
ス（Thinking）と最終出力を合わせて1回の実行で数十万トークンを消費する設計となっている6。仮

に1回の深層推論タスクで入力50万トークン・出力50万トークン（計100万トークンの統合コンテキスト
上限いっぱい）を消費した場合、11月30日以降の標準価格では1回のAPIコールあたり12ドル（入力
2ドル＋出力10ドル）のコストが発生する5。したがって、すべての定型的な知財事務に無制限に

ArgonのLong DecodeやHigh Thinkingを適用すると、API予算が急騰するリスクがある13。 
このコスト課題を解決する技術的鍵が、キャッシュ済み入力トークンに対する95%割引（導入期は
100万トークンあたり0.10ドル、標準期でも0.20ドル）と、バッチ処理（Batch API）やFlex Inferenceの
活用である4。ただし、API仕様書（gemini-4-argon）において、キャッシュ機能は暗黙的キャッシュ（
Implicit Caching）のみがサポートされており、明示的キャッシュ（Explicit Caching）はサポートさ
れていないという重大な技術的制約が存在する8。そのため、知財システムを設計する際は、複数回

のプロンプト間で「審査基準テキスト」「対象特許の包袋一式」「数十件の先行技術文献コーパス」と

いった大容量の固定コンテキストを常にプロンプトの先頭（プレフィックス）に同一順序で配置し、暗黙

的キャッシュのヒット率を最大化するプロンプトエンジニアリングが不可欠となる5。 

2. シャドーAIの抑止と新規性喪失・営業秘密漏洩を防ぐデータガバナンス 
2026年10月13日より、個人向けの「Google AI Pro」および「Google AI Ultra」の契約者も、Gemini
アプリやGoogle検索のAIモード、さらにはGoogle Antigravity上でGemini 4 Argonを直接利用できる
ようになった2。特にGeminiアプリのUIでは、単なる質疑応答を行う「チャット」と、PCの前にいない間
も40以上の連携アプリをまたいでバックグラウンドで作業を自律遂行する「タスク（エージェント）」をト
グル1つで切り替えられるようになったため、利便性が飛躍的に高まっている7。 
しかし、企業の知財部門および情報システム部門にとって、これは「研究開発部門のエンジニアや知

財担当者が、個人のGoogle AI Pro/Ultraアカウント（シャドーAI）に出願前の発明提案書やソース
コードを投入してしまうリスク」が急増したことを意味する13。Gemini 4 Argonのモデルカードには、学
習データセットの一部として「利用規約およびプライバシーポリシーに従い、Google製品・サービスの
ユーザーから収集されたデータおよびモデルとの対話データ」が含まれることが明記されている9。万

一、従業員がコンシューマー向けプランや不適切な設定の環境に出願前の発明内容を投入し、それ

が学習や外部閲覧の対象となれば、特許法第29条第1項に基づく「新規性喪失（公知化）」や不正競
争防止法上の「営業秘密の非公知性喪失」を招きかねない13。 
したがって、知財業務での実運用においては、まずエンタープライズ管理経路とゼロデータ保持（

Zero Data Retention）の徹底が不可欠となる13。具体的には、個人アカウント（AI Pro/Ultra）からの
社内知財データへのアクセスをシャドーAI管理ツール等で遮断し、必ず企業向け管理機能を備えた
「Gemini for business」またはGoogle Cloud上の「Gemini Enterprise（マネージドモデルとして利用
する場合のゼロデータ保持適用環境）」に限定して運用しなければならない4。あわせて、契約および

管理画面において、入力した事件資料、検索クエリ、思考トレースログ、評価データがモデルの学習

に一切利用されないこと、ならびに保存期間・閲覧権限・再委託・削除条件を厳格に確認する必要が

ある15。 



さらに、自律型エージェントに対する間接プロンプトインジェクション（IPI）防御と権限統制も重要なガ
バナンス課題である5。Gemini 4 Argonに「File Search」「URL Context」「Search Grounding」「
Computer Use（Preview）」等のツールを与え、外部のWebページや競合他社の公開ドキュメント、
第三者の特許文献を自律的に巡回・解析させる場合、外部文書内に悪意ある隠し命令が埋め込ま

れている間接的プロンプトインジェクションのリスクが生じる5。Gemini 4 Argonは、Gray SwanのIPI
ベンチマークにおいて15回の適応的攻撃試行に対する攻撃成功率をわずか0.7%に抑え込んで首
位を獲得しており、さらに思考過程と行動を監視してユーザーの意図からの逸脱（ミスアライメント）

の兆候があれば実行を強制停止する機構（Alignment Drift Monitoring）や、隔離・密閉されたサンド
ボックス環境を備えている4。それでもなお攻撃成功率はゼロではないため、外部文献を読み込む

エージェントには社内基幹システム（知財管理システムや出願システム）への直接的な書き込み権

限を与えず、不可逆的な操作の前には必ず人間の承認（Human-in-the-Loop）を挟むシステム設計
を徹底すべきである5。 

結論と知財部門に向けた段階的導入ロードマップ 
Gemini 4 Argonは、100万トークンの出力上限（Long Decode）と最高水準の長文脈・マルチモーダ
ル・コード推論能力により、知財業務におけるAIの役割を「断片的なテキスト生成補助」から「大規模
な調査・対比・起案・検証を一気通貫で処理する専門業務エージェント」へと引き上げた5。一方で、

Harvey LABにおける全必須項目合格率（19.58%）が如実に物語るように、どれほど推論能力が向
上しても、1つの引用漏れや不利な事実の見落としが許されない知財実務において、人間の弁理士
や知財担当者による「原典との照合」と「最終的な法的判断」を代替するものではない15。企業の知

財部門および特許事務所は、2026年11月30日に終了するAPI導入価格期間を見据え、以下の3段
階のロードマップに沿って戦略的に評価・導入を進めることが推奨される4。 
初期段階となる第1フェーズ（即時〜2026年11月中旬）においては、模擬事例による定量評価とコス
ト試算を最優先で実施すべきである13。秘密情報を含まない日本の公開包袋や審決・裁判例を用い

た独自の模擬テストセットを構築し、導入価格（100万トークンあたり入力2ドル・出力10ドル）が適用
される期間中に「クレームチャート作成」「拒絶理由応答起案」「コード・動画からの発明抽出」の実機

検証を行う5。この際、単なる平均点ではなく「全必須項目合格率」と「弁理士の修正・原典確認時間」

を計測し、2026年12月以降の標準価格（入力4ドル・出力20ドル）への移行および暗黙的キャッシュ（
95%割引）適用時における費用対効果（ROI）を確定させる必要がある5。 
続く第2フェーズ（2026年11月下旬〜）では、セキュアなエンタープライズ環境でのパイロット運用へと
移行する5。ゼロデータ保持と学習非利用が保証されたGemini EnterpriseやGemini for business環
境を整備してシャドーAI統制を完了させた上で、まずは「ソースコードや実験動画からの発明提案書
の一次ドラフト生成」および「大量の先行技術文献に対するネガティブ・ファインディング（未開示要

素）のスクリーニング」という、手戻りリスクが低く情報圧縮効果が高い業務から実案件への適用を

開始することが合理的である5。 
そして最終的な第3フェーズ（本格展開期）において、マルチモーダル知財ワークフローとM&A・知財
DDへの全面統合を図る4。暗黙的キャッシュを最適化したプロンプト基盤と人間の承認ゲートを確立

した上で、100万トークン出力を活かした「明細書全文と図面・実験グラフの整合性自動監査」「グ
ローバル包袋を横断した中間処理戦略の立案」「M&A時のVDR全件知財DDエージェント」へと適用
領域を拡張することにより、知財部門の業務リソースを単純な調査・起案作業から高付加価値な知

財戦略立案へと本質的にシフトさせることが可能となる4。 
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